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1．序

 心と身体（生命を持った物質）の複合物として人

間は存在するという心身二元論に私たちは誘われ、

このもとで世界と人間との相互関係を日常的に理解

している。そして実在物や出来事を経験したときの

知覚の働きを、心身二元論のもとで、カメラの比喩

を通して、カメラのように心が世界をありのままに

写し取り、現実の世界を復元すると理解することは、

工学的学問の恩恵に浴している現代人にとって、素

直に受け入れられる知覚の解釈と思われる。工学的

学問の領域では、世界の様子を知り、それに基づい

て適切な判断をし行動を起こすという過程を、感覚

器官から思考に至るまでの情報の流れとして捉え、

そうした情報を操作できると考えられている。カメ

ラ図式のように抽象化、モデル化、図式化すること

によって、個人差のある曖昧な感性の領域までも、

工学的技術によって制御する可能性を開くことが試

みられている。SD法を代表とする官能検査とその

統計学的手法によって、様々な知見が得られ発表さ

れてきている。確かに人間は動物的で単純な反応や

機械的な行動をとることがあり、そうした行動を説

明するとき、こうした知見は役に立つ。

 しかし物理的・化学的世界の因果関係を客観とし

て追求した自然科学の手法によって、動機や意図と

いった心的なものまで本当に扱えるのか、心的なも

のも物的な因果関係の秩序として全て完全に把握し

扱えるのか、心的なものを実在物の因果関係に完全

に着地させることが出来るのか疑問が残る。一方建

築の創作を通して建築家は、経済的価値以外の様々

な価値を評価・判断し、心、精神、文化といった心

的なものに関わる新たな意味の発生や価値の創造に

没頭している。

 環境としての建築を創作する立場から本報では、

心と身体との関係、人間と世界との相互関係を論じ

た代表的著書であるr知覚の現象学」『人間と空間」

「存在と時間」を導きの糸として、心と身体との関

係、空間と人間との相互関係を再考することを目的

とする。

2．心と身体との関係

  r知覚の現象学』はメルロー一 ＝ポンティ（1908-61）

の主著であり、1945年にr行動の構造」と共に提出

された学位論文の一つである。フッサール（1859-

1938）によって創唱された現象学について、現象学

の基本概念を中心に著者がどのように考えているの

かを示した序文から始まるこの書では、知覚を説明

する従来の二つの相反する考え方である経験論と主

知主義が、古典的な偏見として序論で批判されてい

る。この序論の結論である「IV現象野」の章では、

感覚するということは、「性質に一つの生命的な価

値を授与することであり、性質をまず何よりもわれ

われにとってのその意味、われわれの身体というこ

のどっしりした塊にとってその意味のなかで捉える

こと」であり、知覚生活の中心現象は「一つの意味

的総体を何の理念的モデルもなしに構成すること」

である。さらに「われわれとしては知覚のなかに、

本能的な下部構造と、そのうえに知性の行使によっ

て打ち立てられる上部構造とを、同時にみとめさせ

るようにつとめるだろう」と記述されている1）。

 感じることは、刺激の増加に応じて感覚の強度が

増すといった、刺激や情報の一方的な受け取り、そ

れらによる効果ではない。感じることは対象のある

構成に向かおうとする働き、ある意味を対象に持た

せる働きであり、われわれにとっての意味と言った
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人間側のある条件が関係する。また知ることと感じ

ることを厳密に区別することは困難であり、感じる

ことにおいて人間の上部構造、悟性の働きのある部

分も関与し、感じることの中にすでにある意味が含

まれていると論じている。感じることの窓口が二つ

あるという立場から見ると、ここに単なる刺激一反

応の図式では捉えられない感受性の問題2）が現れて

いると考えられる。

 この書の本論は3部構成で、人間の知覚において

決定的な役割を持っている身体が第1部で扱われて

いる。ここでも経験論と主知主義が批判され「〈感

覚的性質〉も知覚物の空間的諸規定も、それどころ

か逸る知覚の現前または不在さえも、有機体の外部

に在る事実的状況の諸結果ではなくて、有機体が刺

激を迎えたり刺激に訴えたりするその仕方を表して

いるのだ」3）。「心的なものと生理的なものとのあい

だには交換諸関係が」ある、「精神と身体との連合

は、一方は主観、他方は客観という二つの外的事項

のあいだで、ある恣意的な政令によって調印される

ものではない」4）。「人間は〈精神〉だから物を見るの

だとも、人間は物を見るから〈精神〉だとも言うこ

とはできない。むしろ、人間が現に物を見ているよ

うに見ることとく精神〉であることは同意味だ」5）。

「身体の経験がわれわれに認識させるものは、普遍

的な構成的意識によって強制されるのではない意味

の強制、幾つかの内容自体に内属している一つの意

味と言ったものである」6）と心身の関係が記述され

ている。

 見ること感じることすなわち知覚には人間側の条

件が関係するが、それは精神や心だけではなく、生

命を持った物質である身体も重要な役割を果たして

いる。われわれはこの身体によって、構成的意識に

よって強制されるのではない、ある意味の強制と共

に、世界に住みついている。さらに心と身体とを厳

密に区別することは困難であり、心が物質のうえに

自然発生したわけではなく、身体を物へも心へも着

地させることはできない。身体は純粋な客観でも純

粋な主観でもない。われわれが世界を経験するとき

の心と身体との間にある両義的な関係性、心と身体

は二つであり二つでないという両者の相互浸透、心

と身体が分かちがたく密着していることに注目し、

心身二元論に彼は異議を唱えている。

 また「第二部 知覚された世界 1感覚するとい

うこと」でも同様な主張が随所に見られる。「知覚

は、われわれが世界や、物理学の記述するような刺

激や、また生物学の記述するような感覚器官につい

て別の所から得ている知識にはなにひとつ負ってい

ないからである。知覚がまず与えられるのは、たと

えば因果性の範疇が適用できるような世界のなかで

のひとつの出来事としてではなく、それぞれの瞬間

における世界の再＝創造ないし再＝構成としてであ

る」7）。「感覚の主体は、ある性質を書きとめる思惟

者でもなければ、それによって影響されまたは変化

させられるといった無生気な場でもなく、ある種の

生存の場に、その場と共に生まれつき、あるいはこ

の場と共時化されているところの、ある能力なので

ある」8）。「感覚する者と感覚されるものとは二つの

外的な項のようにたがいに面と向かいあっているの

ではないし、また感覚は感覚されるものが感覚する

者のなかへ侵入していくことでもない」9）。

 何かについての思考以前に、人間は何かについて

見ており感じている。メルロー＝ポンティは、学ぶ

以前に人間が感じ取っているものを考え抜こうとし

ている。そして、意識されない心的世界、無意識の

世界ではなく、生きられる世界、生き生きした現在

には、主観と客観を対置させる反省や、要素化・対

象化による知的理解ということだけでは表現するこ

とのできない現実世界のある色づきかたがある。つ

まり何かあるものを感じようとするする、動機づけ

られたまなざしを通してわれわれは知覚している。

そしてこの動機づけられたまなざしは、個人や文化

によって異なる可能性もあるし、人類共通のまなざ

しもあると考えられる。

3．始元的な世界

 「最初の哲学的行為は、客観的世界の手前にある

生きられた世界にまでたち戻ることだ。」「最初の哲

学的行為は、事物にはその具体的な表情を、有機体

には世界に対処するその固有の仕方を、主観性には

その歴史的内属を返すことだ」10）という生きられ

る世界、直接に経験している世界にまで遡って問う

という立場から、この書には様々な錯覚や、精神科

医が問題にする幻覚などの症例が実例として用いら

れている。彼はこうした反省によって常識や自然的

態度の持っている諸確信を放棄しようとしているわ

けではなく、また信じられるものは何もないといっ

た極端な懐疑論に走っているわけでもない。自然的

態度の持っている確信の根拠を、意識しているけれ

ども、存在するともしないとも言えない両義的な世

界で探し求めている。そのとき、現実世界とは意識

が捉えた意味が、複雑にからみあった高次の意味形

成体ではないことが見えてくる。客観的・普遍的世

界観から来る偏見を破壊し、いっさいの反省に先立

ってあるがままの世界を出現させ、始元的な世界経

験に還る徹底的な反省をするときに、研究対象にな

ってきたのが錯覚や幻覚である。

 また知覚された世界そのものを記述する第二部の

中で、彼は空間の問題を扱っている。ここでも経験

論と主知主義が批判され、「一切の概念的加工以前

の空間経験を考察してみよう」n）。 「形式と内容と

いう区別の手前に空間の原初的な経験をさぐってい

かなければならない」12）と研究の方向性が示され
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ている。こうした研究態度によって、上と下、奥行、

運動、生きられる空間（夜の空間、眠りの空間、情

動的空間、神話的空間、病理的空間等）が題材にな

っている。空間と人間との始元的関係を考察するこ

とは、人間にとっての空間の意味を、意味の生まれ

出る状況において捉えようとすることであり、空間

と人間との間にある、二つであり二つでないという

両義的な関係性が浮き彫りになっている。こうした

生きられた空間こそ根源的で幾何学的空間はそこか

ら派生したものであるとの主張は、建築家にとって

その創作上の出発点になり得る魅力的なものではあ

る。しかしここで題材にされている網元的な空間が、

このまま空間と人間との美しく豊かな関係性を作り

出すかについての解答、空間と人間との本来的関係

性への指標は、ここに明確に見出すことができない。

4．人間と空間

 人間を取りまいている空間の性格は人間の心的状

態と関係する。人間の心的な構えが周囲を取りまい

ている空間の性格を規定する側面と、逆に、空間が

人間の心的状態へはたらきかえす側面がある。人間

によって体験され、生きられている空間を通して人

間の空間へのかかわりを問題にしたオットー・ブリ

ードリッヒ・ボルノウ（1903-61）は1963年に『人間と

空間』を著している。彼はメルロー＝：ポンティが題

材としている原初的空間性について「あらゆる個々

の知覚にさきだって主観のなかで構想されているア

プリオリな空間構造のようなものではなく、人間主

観の根源的状態に対応する空間形式のことであり、

そして、空間性の他の諸変容はそこからはじめて展

開するのである」と記述している11）。空間は人間の

感情や意志といった意識、心的なものに関連づけら

れ、人間主観、人間に内在する心の根源的なものを

見出すことが、原初的空間性において主題になって

いる。

 彼は結論である「第五回忌人間の生の空間性」に

おいて、「世界内的一客観的空間」、「志向的空間」、

「ひとが所有している空間」という三つの空間概念

を提示している14）。世界内的一客観的空間はアプリ

オリな空間と思われている抽象的空間、幾何学的空

間であり、第二、第三の空間概念は生きられる空間

に属している。

  「人間は諸物の中にある物ではなく、自分のま

わりの世界とのかかわりを持つ主体であり、そのか

ぎりにおいて、志向性という特徴を持つ主体」であ

り15）、こうした志向性の概念に基づく空間概念が志

向的空間である。

 彼において新たに主張された第三の空間概念は住

まうことに関連する。住まうことを彼はメルロー＝

ポンティの用語法を通して検討しているが、「ある

心的なもの、もしくは精神的なものが、ある空間的

なもののなかにいわば溶けこんでいる」ことである

と表現している16）。そして正しく住まうために三つ

の要請があると言う。「第一の要請は、よりどころ

なく空間の中をさまよい歩いている逃亡者と冒険家

の故郷喪失性に向けられている。」第二の「要請は、

内部空間のなかに閉じこもってしまう危険に向けら

れている。」「第三の要請は、家屋に住まいながら、

同時に空間のあのより大なる全体に全面的に信頼し

て自己をまかせることができるということのうちに

ある」と結論づけている17）。彼において空間に住ん

でいる人間の心の状態が重要であり、そのなかでも

特に庇護されている感じや空間へ全面的に信頼を寄

せている心の状態が重視されている。

 家屋の人間学的機能、やすらぎの概念を動物のな

わばりを通して論じた部分の後に、「人間と動物と

の基本的相違も明らかになる。動物がその空間にし

っかりとむすびつけられているのにたいして、人間

は自分自身の空間から内的に身を解きはなすことに

よって自分を自己自身のなかへとりもどす可能性を

もっており、そして人間は、まさに直接の空間的つ

ながりからそのように自己を解きはなすことによっ

て、内的自由を獲得するのである」と語っている18）。

物質的な防護のない、さえぎるもののない空間にお

いて、世界と人生とに対する全面的信頼にささえら

れた内的自由、第二・第三の要請が扱っているもの、

それこそが単なる動物ではない人間と、空間との根

源的で本来的な関係であると主張されている。

 メル川口＝ポンテイのr知覚の現象学』の最終章

の題名も自由であった。「世界はすでに構成されて

はいるが、しかしまたけっして完全には構成されて

いない。」「私はけっして物ではないが、しかしまた

けっして裸の意識でもない」19）。 「状況という考え

方は、われわれの参加の極限にある絶対的自由を排

除する。のみならず、それはまた、われわれの参加

の終極にある絶対的自由を排除する」と絶対的自由

を否定し20）、条件づけられた自由に彼は注目してい

る。

 国土や地域社会を多くの人々と共に建設していこ

うとするとき、自由・平等・博愛などの普遍性を希

求する理念が求められる。一方、知覚や感情と関係

する文化の世界では、文化相対主義に見られるよう

に多様性が尊重される。建築家はこうした様々な意

味に囲まれ、自身の創作活動に熱中している。建築

家の作品などの芸術作品には作家の個性が窺えると

ともに、その感動は民族や国家や時代を越え、人々

の連帯を作り出すという普遍的な意味を持つ可能性

があるという不思議さがある。こうした意味をどの

ようにすれば得られるのかを探究するとき、引解的

世界に遡って思考することには魅力がある。意味が

生まれ出ようとしている状況、始元的世界に遡って

論じようとしたとき、メルロー＝ポンティもポルノ
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ウも、絶対的理念への全面的な信頼から出発するの

ではなく、心理状態の異常と正常との境目、言語の

起源、動物の本能と人間との差異など、人間性を問

題にするときの出発点が題材にされているのが、注

目される。

5．世界と人間

 f知覚の現象学』r人間と空間』のなかで参照さ

れ、尊重されてきた思想の核心は、そもそも存在と

は何かを問うた『存在と時間』の第一編 第二章で

表明された「世界・内・存在」である。ハイデガー

（1889-1976）によるこの著作は1927年に刊行され、同

時代以降の思想界に大きな影響を与えている。二部

で構成され、第一部は三編に分かれるという全体の

目次が、序説において出てきているが、第一部第二

編で終了している未完の大著でもある。彼は独自の

哲学を表明するに相応しい独自の用語を多数用いて

おり、人間存在を意味する「現存在（ダーザイン）」 も

その一つである。「問うという存在可能性をもって

いるこの存在するものを、わたしたちは現存在とい

う述語で表わします」2且）。 「現存在は、そのつど自

分の可能性で」ある22）。 「現存在というものは、自

分があるということが分かっている一方、自分の存

在に関わりをもっている存在者です。」「それぞれが

わたし自身であることが、本来性と非本来性の可能

性の条件として、実存している現存在に、属してい

ます。」「現存在のこのような存在規定は、わたした

ちが世界・内・存在と呼んでいる存在構えを根底に

して、アプリオリに見られかつ理解されねばならな

いのです」と語っている23）。これは、世界の内にあ

る実在物や他人と共に私が存在するという常識的見

解ではない。人間は生きているかぎり、自分固有の

世界の内を生きている（各自性）。人間は自身の固

有の可能性、つまり本来性を目指している存在だと

いう主張である。人間は自身の存在理由を追い求め

る存在であるが、普通の状態の人間は自分の存在に

ついての了解がそれほど深くない。そうした平均的

な人間の日常性の状態を読み直すことから、彼の哲

学は始まっている。

 「世界のなかに・あることは、精神的な特性」で

あり24）、彼は配慮（ペゾルゲン）という述語を重視して

いるが、「この呼称が選ばれたのは、現存在がいわ

ばまず広い範囲で、経済的で「実際的」であるから

ではなくて、現存在そのものの存在が関心（ゾルゲ）と

して明らかにされねばならないからです」と語って

いる25）。人間と世界との関係は情報や意味の受け取

りといった一方的なものではなく、そこには相互関

係があり、そうした相互関係を検討するとき、配慮

や関心といった人間の心の問題が前面に出てきてい

る。さらに人間の認識についても「「主観」が「客

観」に関係すること、およびその逆以外に、それ以

上に自明な何ごとがありましょうか。この「主観一

客観一関係」が、前提されねばならないのです」と

主観と客観の二元論に批判を加えている26）。

6．世界の世界性と共存在

 人間には各自の固有の世界があるとすると、共通

の世界がどうして可能かを論じる手始めとして彼

は、日常生活で出会う文房具や裁縫道具などの道具

の「存在の在り方」を初めに検討している。「手も

とにあるものの存在性格は適在性です」27）。 「適在

性という在り方で存在するものを出会わせる働きと

しての自己指示的な了解作用が、そのなかでおこな

われるところが、世界という現象です」28）。 「意味

する作用のもつ関与全体を、わたしたちは有意義性

と名づけます。有意義性は世界の構造を構成するも

の、つまり現存在がそのものとしてつねにすでに、

そのうちにあるところのものの構造を成すのです」

と29）、人間の心が抱く配慮や関心に基づく適在性や

有意義性によって、各自性の世界が共通の世界性を

得ることが記されている。

 また空間についても、デカルトの延長という概念

に基づく客観的空間観を批判し「現存在は、内世界

的に出会う存在するものとの配慮的＝親近的交渉と

いう意味で、世界の「内に」存在するのです。」

「内・存在の空間性は、距離を取り去ることと方向

を決めることという両性格を示しています」30）。

「空間が主観のなかにあるのでもなく、また世界が

空間のなかにあるのでもありません」31）と人間の

心と空間との相互関係、そこに見られる基礎的事実

が重視されている。しかし人間の心と空間との価値

ある良好な美しい関係性についての記述は、空間を

扱う22節から24節の問には見られない。

 他人との関係においても「他人なしの孤立した自

我はさしあたり与えられていないのです」32）。 「共

同存在としての現存在がかかわっている当の存在す

るものは、手もとにある道具という在り方をもって

いるのではなくて、かれみずから現存在です。この

ような存在するものは、配慮されるのではなくて、

顧慮（フユアゾルゲ）のうちにあるのです」と33）、他者と

私との間にある、互いに存在を規定しあう相互関係

を見つめている。さらに「「感情移入」が共同存在

を初めて構成するのではなくて、前者は後者を基礎

にしてはじめて可能なので」あるというM）。はじめ

から人間は他者にかかわっている、人間は孤立した

自我や主観ではない、共同存在から出発しようとい

う視点は注目される。

7．現存在の転落

気分あるいは気分づけられていることを「情態性」

と彼は呼んでいる。「現存在は事実的には、知識や

意志をもって気分を制しうるし、また制すべきであ
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空間と人間との相互関係 一環境としての建築創作論一

る。」しかし、「現存在の根源的な在り方としての気

分を否認するような誤りに、陥ってはならないので

す。つまり現存在は、気分において、あらゆる認識

や意欲の働きに先立ち、またそれらの開示の届く範

囲をはるかに越えて、自分自身に開示されているか

らです」35＞。 「現が三態性においてすでに開示され

ているからこそ、「諸体験」を目のまえに見いだす

ことができるのです」36）と人間の意志では制御し

にくい気分が、人間の心の働きの土台をなしている

と考えられている。確かに気分は急に襲うことがあ

り、こうした現象を無視することはできない。

 人間は自分がどのような人間であるのかを反省

し、将来の夢や希望へと自身の可能性、本来の自己

を目指す存在である。この意味で彼は、非本来的一

本来期という構図にこだわりながら、人間存在の考

察を進めている。「おしゃべり、好奇心およびあい

まいさは、現存在が日常的にかれの現であり、すな

わち世界・内・存在の開示性であるところの仕方を

性格づけています。」「それらの性格において、また

それらの存在的な連関において、わたしたちが現存

在の転落（フェアフアレン）と名づけているところの、日常

性の存在の根本様式が露われるのです」37）と私た

ちは、本来の自分ではなく、日常の公共的世界に転

落しているという。確かに私たちは自分の本来の姿

や完全な姿を問題にしつつ生きている。しかし、自

身の本来の姿、物や空間や他人などの環境や世界と

のかかわりにおける本来の姿とは何であろうか、そ

うしたことを人間が見つけだすことができるのだろ

うか。

 彼は人間の本来性を、第二編から始まる死の現象

学的分析において見いだしている。死はふだん意識

されてなく、人間は死を忘れているが、死の深い自

覚によってはじめて死を了解する。そしてこのこと

が本来的な生き方、死への自由のきっかけになると

いう。確かに人間だけが自分の死を自覚し、豊かな

未来を目指すことができる存在である。そして彼は

人間の良心について第二野臥二章で語っている。野

蛮状態の心を耕すことによって得られる世界が文化

とすれば、本来的人間性の問題は、経験を重ねてい

くほどに深さを増していく可能性のある感受性の問

題とかかわってくると考えられる。

 彼も絶対的理念への全面的信頼からは出発してい

ない。理念に基づく人間の判断・行動は人間の闇の

部分を隠し明確であるが、その一方で人間の持つ偽

善性が顔を出し、理念の形骸化が引き起こされると

きがある。また彼は、人間と世界の相互関係におけ

る嗣子的状態に遡って問うということではなく、人

間の日常性、平均的な人間性から出発している。そ

して人間が人間のまま最高に輝く本来的な状態を見

つめている。そのとき、世界との相互関係を無視す

ることなく、むしろ相互関係から出発し、人間に内

在する普遍性、人間的な価値を探究していると考え

られる。

8．結論

 感性と理性、心と身体、人間と世界、空間と人間

と二つに明確に区分し、切り離されたそれぞれを単

独に考察する思考に私たちは慣れている。むしろ立

て分けることが議論を明確にすると信じている。し

かし現実の現象を通してその相互関係を検討する

と、思考の出発点がそもそも誤っていることが見え

てくる。二つであり二つでないという言い方は、科

学技術が基にする理論から見ると誤りであるが、こ

うした視点は両者の相互関係を検討するとき基礎に

なってくる。様々な問題に対応しようとするとき、

まず関係項目間の相互関係に焦点をあてる発想が必

要になってくると考えられる。そして建築家は特に

空間や環境と人間との美しく豊かな関係、本来的な

関係に基づく建築の本質を追い求めている。建築は

芸術の一分野であり、芸術は人間性を最大に開花さ

せる人間の表現でもある。今回、時間についての検

討はできなかったが、人間・空間・時間の三つの間

は建築家にとって重要なテーマである。過去と未来

にかかわりつつ、人間の能力の限界を知りつつ、人

間能力の錬磨を通して得られる本来性の世界は魅力

的である。しかし、本来性の世界は一つの理念によ

って定義づけられるものではなく、非本来性を集め

ることによってしか表現できない世界かもしれな

い。価値ある意味を発見あるいは創作しないでいら

れない存在者として、文化の多様性を尊重しつつも、

人間能力の錬磨と関係する本来性の建築的価値を、

今後探究する必要があると考えられる。
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